
献
呈
の
辞

神
奈
川
大
学
法
学
会
会
長

小

原

喜

雄

山

口
俊
夫
教
授

は
、
東
京
大
学
法
学
部
お
よ
び
千
葉
大
学
法

経
学
部
を
退
官
後

、
平
成

五
年
四
月

に
本
学

に
赴
任

さ
れ
、
学
部

で
労
働

法
お
よ
び

フ
ラ
ン

ス
法

の
講
義

を
担
当
さ
れ
る
と
と
も

に
、
法
学
研
究
所
長
お

よ
び
法
学
会
会
長

の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
本
学

の
定
年
後

二
年

間
特
任
教
授

を
務

め
ら
れ
、
平
成

十

二
年

三
月

に
退
職

さ
れ
た
。
神
奈

川
大
学
法
学
会

は
、

こ
れ
を
記
念
し

て
、
「
神
奈

川
法

学
」

第
三
三
巻
第

三
号

を
山

口
教
授

の
退
職

記
念
号
と

し
て
献
呈
す
る

こ
と

に
し
た
。

山

口
教
授

は
、
本
学
在
勤
中
、
労
働
法

の
研
究

に
精
進
さ
れ
著
書

・
論
文
を
発
表
さ
れ
る
と
と
も

に
、
平
成
八
年

一
〇
月
か
ら
平
成

一
〇

年

一
〇
月
ま
で
中
央

労
働
委
員
会
会

長
と
し

て
同
法

の
実
践

に
尽
力
さ

れ
た
。
学
会
活
動

で
は
、
山

口
教
授

は
、
日
仏
法
学
会
会
長

、
比

較
法

国
際

ア
カ
デ

ミ
ー
正
会
員

お
よ
び
同

・
ア
ジ

ア
部
会
部
会
長
な
ら
び

に
法
学
国
際
協

会
国
内
委
員
会
委
員
長
等
と
し

て
内
外

で
目
覚

ま

し

い
活

躍
を

さ
れ
た
。

終
わ
り

に
、
山

口
先
生

が
、
今
後
と
も
お
元
気

で
益

々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ

る
次
第

で
あ

る
。

平
成
十

二
年

(
二
〇
〇
〇
年

)
六
月


